
に、 中国をはじめとするアジア諸国） で製造されて日

本に輸入される模倣品に対して、 商標権侵害を理由に

差し止めや損害賠償を請求することで、 巧妙化が進む

模倣被害を抑制することなどが期待されている。

なお、 海外では、 「香り」 や 「匂い」 も商標法の保護

対象としている国があり、日本でも 「新しいタイプの商標」

に含めるかについて検討されたが、 権利範囲の明確な

特定が困難であるとして今回の改正では見送られた。

ブランド戦略上の留意点 
米国では、1997 年にバイクメーカーのHarley-Davidson

が低音に響く独特の 「オートバイのエンジン音」 を 「音

の商標」 として権利取得した際に、 侵害リスクを回避す

るために、 日本のバイクメーカーなどが相次いで異議申

し立てを行い、 最終的には商標権の取り消しが認めら

れた。また、T-Mobile US と AT&T の子会社がマゼンタ

色について、 Christian Louboutin （クリスチャン ・ ルブ

タン） と Yves Saint Laurent （イブ ・ サンローラン） が

赤色について、 「色彩のみの商標」 の権利に基づいて

裁判で争ったことがある。

このように、 今後は、 日本においても 「新しいタイプ

の商標」 をめぐって権利侵害のリスクが生ずるため、 こ

れまで意識していなかった音や色彩などの保護対象に

ついても調査を行う必要がある。 具体的には、 自社が

使用する商標と同一または類似の商標を他社が後から

出願していないかを継続的に監視することにより、 事業

に支障が生じないように万全を期する必要がある。

また、 商標は、 特許や意匠と比較して、 模倣されや

すい特性を有するため、 新興国を中心に、 日本企業の

周知 ・ 著名商標にフリーライド （ただ乗り） する事例が

多発している。 そこで、 既に 「新しいタイプの商標」 を

使用している企業はもちろん、 ブランド戦略を構築する

上で 「新しいタイプの商標」 の使用を検討している企

業にとっては、 早期の適切な権利化を図り、 取得した

商標権に基づいた対応が非常に重要となる。

なお、 「新しいタイプの商標」 については、 従来の商

標と比較して、 高い識別力 （需要者が誰の製品または

サービスであるかを区別するための機能） が要求される

ため、 識別力の獲得を目的とした継続的な商標の使用

や、 需要者が自社商標を識別しているか否かを確認す

るための調査が必要となる場合がある点に留意すべき

である。

近年、 デジタル技術の急速な進歩や、 商品または役

務 （サービス） の販売戦略の多様化に伴い、 企業は

自らの商品サービスのブランド化に際し、 文字や図形

のみならず、 音や色彩のみについても商標として用い

るようになっている。

そこで、特許庁は、「新しいタイプの商標」 の保護ニー

ズの顕在化やこれを保護対象に追加することによる実益

を考慮して、商標法の保護対象に、「音」、「色彩のみ」、

「動き」、「ホログラム」、「位置」 を追加する法整備を行い、

2015 年 4 月 1 日より改正商標法が施行された。

以下において、 先行する海外での事例と併せて改正

内容を概説するとともに、保護と活用の両視点から、「音

の商標」 や 「色彩のみの商標」 を権利化してブランド

保護を図る 「ブランド戦略」 と、 これら登録商標の積極

的な活用を図る 「マーケティング戦略」 について記述

する。

海外での先行事例と改正内容
従来、日本の商標法では、「商標」 の定義は、「文字、

図形、 記号若しくは立体的形状若しくはこれらの結合

又はこれらと色彩との結合」 と規定されている。 これら

に該当しない 「音」 や 「文字等と結合していない色彩

のみ」 については、 商標法による権利保護を受けるこ

とができず、 「動き」、 「ホログラム」、 「位置」 について

も同様であった。

一方、 海外では、 「音の商標」 や 「色彩のみの商

標」 も権利として保護される制度が整備されており、 海

外企業のみならず、 日本企業もこれら商標を出願 ・ 権

利化することで自社ブランドの保護と活用に使用してい

る。 これら商標は、 企業や提供商品 ・ サービスをより良

く表現するものとしてブランド戦略上重要なものとなって

いる （図表参照）。

そこで、 日本でも 「音」、 「色彩のみ」、 「動き」、 「ホ

ログラム」、 「位置」 を商標法の保護対象に追加し （商

標法第 2 条第 1 項）、 「音の商標」 によってブランドメッ

セージの発信手法の一つであるサウンドロゴを、 「色彩

のみの商標」 によって企業や製品の特徴を表現する

コーポレートカラーやプロダクトカラーを、 「動きの商標」

によってテレビやインターネット上での動画広告を、 「ホ

ログラムの商標」 によってクレジットカードなどの偽造対

策に用いられるホログラム自体を、「位置の商標」 によっ

て製品やパッケージの特徴部分の位置を、 それぞれ権

利保護することが可能となった。 これにより、新興国 （特

三井物産戦略研究所
知的財産室
平田祥一朗

注目される
「新しいタイプの商標」

45.9％にとどまっている。 その一方で、 これら音や色彩

を保護する 「新しいタイプの商標」 が導入された場合

に商標権としての保護を希望する国内企業は 82.2％に

も達しており 1、 今後は、 未活用の大企業だけでなく、

中小企業においても、 「新しいタイプの商標」 として保

護された音や色彩を活用したマーケティング活動の浸

透が期待される。 他方、 より効果的なマーケティング戦

略を行うために、 商標の権利化を図る特許 ・ 法律事務

所と、 マーケティング戦略を立案するコンサルティング

会社が連携することが重要であると考える。 加えて、 社

名や商品名を動きで表示したデジタルサイネージに音

響技術を組み合わせるような新たなツールを有効活用

することで、 これまでにない宣伝広告サービスが創出さ

れることにより、 音や色彩を活用したマーケティング活動

が促進されるものと予想する。

出願受付が開始された 4 月 1 日には、 471 件の 「新

しいタイプの商標」 に関する商標出願がされており 2、

今夏以降にこれらが相次いで商標登録されるものと予

想されるが、 今回の改正の検討段階では、 「音の商標」

や 「色彩のみの商標」 が他の企業の広告、 宣伝活動

を制限しかねないとの懸念の声も上がっていた。 審査を

行う特許庁でどのような運用がなされるか、 また、 取得

した 「新しいタイプの商標」 に関する商標権が企業活

動でどのように活用されるかについて未知数のところも

多いため、 今後の動向が注目される。

図表 . 「新しいタイプの商標」の概要と海外における先行事例
	 	 種類	 　　　概要	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　海外における先行事例

	  
	
音の商標

 
 

 
	 色彩のみの 
	 商標 

 
	
動きの商標

 
 

 
	 ホログラム 
	 の商標 

 
	
位置の商標

 

 

1　出所：財団法人知的財産研究所「新しいタイプの商標に関する調査研究

報告書」

2　特許庁発表によると、4月1日に出願された「新しい商標」の内訳は、「音の

商標」が 144件、「色彩のみの商標」が 190 件、「位置の商標」が 102件、「動

きの商標」が 32件、「ホログラムの商標」が 3件であった。

マーケティング戦略での活用 
前述した 「新しいタイプの商標」 のうち、 特に、 「音

の商標」 や 「色彩のみの商標」 については、マーケティ

ング戦略の手段としての活用が期待される。

音に関しては、サウンドロゴを活用した 「サウンド・マー

ケティング」 の拡大が期待され、 代表例として、 Intel に

よる 「Intel Inside」 の広告キャンペーンが挙げられる。

Intel が販売する CPU は、 商品が表に出ない特性のた

めに最終消費者に対して直接 PR することが容易ではな

かったが、 CPU の供給先である約 300 社のパソコンメー

カーのテレビコマーシャルで 「Intel Inside」 というロゴと

ともに、 5 音調のサウンドロゴを 3 秒間流した。 「音の商

標」 として権利化されたサウンドロゴは、 Intel の社名とと

もに消費者に対して強い印象を植え付けることで購買意

欲の向上を図り、 商業的成功に大きな貢献を果たした。

他方、 色彩に関しては、 商品に採用するさまざまな

色を通じて消費者にアピールする 「カラー ・ マーケティ

ング」 の拡大が期待される。 例えば、 Red Bull が 1987

年より販売する炭酸飲料 「レッドブル」 は、 「運動や遊

びで力を発揮したいときに飲む」 という商品コンセプトを

表現するプロダクトカラーとして銀色と青色の 2 色の組み

合わせを採用し、 先行する競合他社製品に対して色彩

による差別化を図った。 「色彩のみの商標」 として権利

化されたプロダクトカラーは、 モータースポーツなどのス

ポンサー活動を通じた積極的なマーケティング戦略に利

用され、 寡占市場への後発参入にもかかわらず、 2013

年度の売上高は約 50 億ユーロに達している。

このように、 大企業のマーケティング活動では音や色

彩が活用されているが、 音の商標や色彩のみの商標

を実際に使用している国内企業は、 それぞれ 14.5％と

注：米国で権利化された音の商標は、下記 URL より試聴可能である。
　　http://www.uspto.gov/trademark/soundmarks/trademark-sound-mark-examples
出所：上記各商標の登録公報および審査関連資料

McDonald's 
米国登録商標第 3034331号 
CMなどで用いられるメロディー 「i'm lovin' it」

 

Tiffany 
米国登録商標第 2359351号 
香水、 宝飾品などに用いられる水色の色彩 

20th Century Fox 
米国登録商標第 1928423号 
映画のオープニング時などに流れる動画

 

American Express 
米国登録商標第 3045251号 
クレジットカードに用いられるホログラム

 

Lenovo 
米国登録商標第 2363544号 
キーボード中央に配置されるトラックポイント （赤色のボタン状の
マウス） の位置

音楽、 音声、 自然音など
からなり、 聴覚によって認
識される商標

従来認められていた図形
などと色彩が結合したもの
ではなく、 輪郭のない色
彩を保護対象とする商標

図形などが時間によって
変化して見える商標

ホログラムに映し出される
図形などが見える角度に
よって変化して見える商標

図形などの標章とその付
される位置によって構成さ
れる商標
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